
群馬労働局の取組 トピックス
（不妊治療と仕事の両立・使用者による障害者虐待防止）

発信者 雇用環境・均等室

〇群馬労働局の取組をトピックスで紹介します。お役立ち情報を載せていますので、ぜひ貴法人・機関、会員の
皆様にもご活用いただけるようお願いいたします。この情報は群馬労働局HP（新着情報）にも掲載しています。

〇ご不明な点は、雇用環境・均等室までお問い合わせください。（027-896-4739）

① 不妊治療と仕事の両立のために

〇不妊治療を経験した方のうち16％
（男女計（女性は23％））が、不妊
治療と仕事を両立できずに離職して
います。

〇両立に困難を感じる理由には、通
院回数の多さ、精神面での負担の大
きさ、通院と仕事の日程調整の難し
さがあります。

〇労働者の中には、治療を受けてい
ることを職場に知られたくない方も
います。職場内では、不妊治療につ
いての認識があまり浸透していない
こともあります。

雇用環境・均等室

なぜ、両立支援が必要なのでしょうか

企業には、不妊治療を受けながら安
心して働き続けられる職場環境の整
備が求められます。

令和５年度
「不妊治療と仕事との両立支
援担当者等向け研修会」を
視聴してみませんか！！

詳細・申込はこちら
https://www.funin-ryoritsu.jp/



② 使用者による障害者虐待をなくしましょう

雇用環境・均等室

▶▶お問い合わせは、群馬労働局雇用環境・均等室（電話 027－896－4739）まで◀◀

「障害者虐待防止法」をご存じですか
「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」
（以下「障害者虐待防止法」）が平成24年10月1日に施行されました。この
法律は、障害者の尊厳を守り、自立や社会参加の妨げとならないよう、虐
待を禁止するとともに、その予防と早期発見のための取組や、障害者を現
に養護する人（養護者）に対して支援措置を講じることなどを定めたもの
です。

「使用者による障害者虐待」とは
法律では、「養護者による障害者虐待」、「障害者福祉施設従事者等による障害者虐待」、

「使用者による障害者虐待」の３つについて、それぞれの防止等を規定しています。
「使用者」とは、障害者を雇用する事業主または事業の経営担当者その他その事業の労働
者に関する事項について事業主のために行為をする者（工場長、労務管理者、人事担当者な
ど）をいいます。使用者が事業所で使用する障害者について行う、次のような行為（※）を
「使用者による障害者虐待」と定義しています。
※①身体的虐待、②性的虐待、③心理的虐待、④放置等による虐待、⑤経済的虐待

事業主の責務

障害者虐待防止法では、以下のとおり、事業主の責務が定められています。

１ 障害者虐待の防止のための措置
障害者を雇用する事業主は、障害者虐待を防止するため（１）（２）のような措置を講じることが必要です。

（１）労働者に対する研修の実施
障害者虐待を防止するためには、障害者の人権についての理解を深め、障害の特性に配慮した接し方

や仕事の教え方などを学ぶことが大切です。
障害者虐待の防止に向けて、労働者に対する研修を実施する、労務管理担当者を各種研修会へ参加さ

せるなどの取組を行いましょう。加えて、職場内で率直に意見交換できるような環境を作ることも重要
です。

（２）障害者や家族からの苦情処理体制の整備
雇用する障害者やその家族からの相談、苦情などに対応するための相談窓口を開設し、その周知を図

ることが重要です。

２ 不利益取扱いの禁止
事業主は、労働者が通報や届出をしたことを理由に、その労働者に対して、解雇その他不利益な取扱いを

してはなりません。

障害者虐待防止のためには、国民一人ひとりがその責務を果たすことが重要です！


